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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年10月27日(2016.10.27)

【公開番号】特開2014-225425(P2014-225425A)
【公開日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【年通号数】公開・登録公報2014-066
【出願番号】特願2013-191083(P2013-191083)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0562   (2010.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  17/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/0562   　　　　
   Ｈ０１Ｂ   13/00     　　　Ｚ
   Ｃ０３Ｃ    3/32     　　　　
   Ｃ０１Ｂ   17/22     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ金属硫化物と、
　硫化リン、硫化ゲルマニウム、硫化ケイ素及び硫化硼素から選択される１又は２以上の
硫黄化合物と、
　ハロゲン化合物と、を、
　溶解パラメータが９．０以上である溶媒中で接触させる工程を含む、固体電解質の製造
方法。
【請求項２】
　前記溶媒がエーテルである、請求項１に記載の固体電解質の製造方法。
【請求項３】
　前記溶媒が環状エーテルである、請求項１又は２に記載の固体電解質の製造方法。
【請求項４】
　前記溶媒の沸点が６５～２００℃である、請求項１～３のいずれかに記載の固体電解質
の製造方法。
【請求項５】
　前記溶媒がテトラヒドロフランである、請求項１～４のいずれかに記載の固体電解質の
製造方法。
【請求項６】
　前記アルカリ金属硫化物の粒径が１００μｍ以下である、請求項１～５のいずれかに記
載の固体電解質の製造方法。
【請求項７】
　前記アルカリ金属硫化物が硫化リチウム（Ｌｉ２Ｓ）である、請求項１～６のいずれか
に記載の固体電解質の製造方法。
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【請求項８】
　前記硫黄化合物が硫化リンである、請求項１～７のいずれかに記載の固体電解質の製造
方法。
【請求項９】
　前記硫黄化合物が五硫化二リン（Ｐ２Ｓ５）である、請求項１～８のいずれかに記載の
固体電解質の製造方法。
【請求項１０】
　前記アルカリ金属硫化物が硫化リチウム（Ｌｉ２Ｓ）であり、前記硫黄化合物が五硫化
二リン（Ｐ２Ｓ５）であり、Ｌｉ２ＳとＰ２Ｓ５の混合比（Ｌｉ２Ｓ：Ｐ２Ｓ５）がモル
比で６８：３２～８０：２０である、請求項１～９のいずれかに記載の固体電解質の製造
方法。
【請求項１１】
　前記Ｌｉ２ＳとＰ２Ｓ５の混合比がモル比で７４：２６～７６：２４である、請求項１
０に記載の固体電解質の製造方法。
【請求項１２】
　前記ハロゲン化合物が、臭素化合物である、請求項１～１１のいずれかに記載の固体電
解質の製造方法。
【請求項１３】
　前記ハロゲン化合物が、ＬｉＢｒ又はＰＢｒ３である、請求項１～１２のいずれかに記
載の固体電解質の製造方法。
【請求項１４】
　アルカリ金属硫化物と、
　硫化リン、硫化ゲルマニウム、硫化ケイ素及び硫化硼素から選択される１又は２以上の
硫黄化合物と、
　ハロゲン化合物と、を、エーテル中で接触させる、固体電解質の製造方法。
【請求項１５】
　前記エーテルのエーテル結合（－Ｏ－）に結合する基が、炭素数１～４の鎖状アルキル
基である、請求項１４に記載の固体電解質の製造方法。
【請求項１６】
　前記鎖状アルキル基が、メチル基、エチル基、イソプロピル基及びｔ－ブチル基から選
択される基である、請求項１５に記載の固体電解質の製造方法。
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